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決算ハイライト（連結）

中国経済の先行き、英国のEU離脱の行方等の海外経
済の動向や資本市場の変動の影響により、不確実性
は引き続き高く推移すると予想されます。
　このような状況の中、当社は食品機械など新しい
分野へ継続的に投資をする一方で、採算性の問題か
ら海外の自動車部品輸出事業から撤退をするなど、
今後の事業環境の変化やそれに伴う経営課題の変化
を総合的に勘案し、各種施策に取り組んでまいります。
　これらにより、次期の連結業績予想につきまして
は、売上高63,000百万円、営業利益2,400百万円、
経常利益2,500百万円、親会社株主に帰属する当期
純利益1,700百万円を見込んでおります。
　また、次期の年間配当金につきましては安定的な株
主還元を重視し、当連結会計年度と同額の52円（中
間配当金24円、期末配当金28円）を予定しております。
　株主の皆様におかれましては、今後とも当社グルー
プへのご支援ご鞭撻を賜りますよう、何卒よろしく
お願い申し上げます。

　株主の皆様には平素より格別のご高配を賜り、厚
くお礼申し上げます。
　当連結会計年度におけるわが国経済は、各種政策
の効果などにより雇用を中心に回復の傾向が見られ
ますが、輸出を中心に弱さが長引いており、企業の
業況判断は依然として製造業を中心に引き続き慎重
さが増している状況で推移いたしました。
　海外の経済情勢におきましては、米中貿易摩擦の
影響に伴う中国の景気成長率の鈍化、英国のEU離脱
の行方、日韓関係の悪化等により、引き続き先行き
不透明な状況で推移いたしました。
　このような状況の中で、当社グループは、「マルカ
グローバルイノベーションⅢ　第2の創業　更なる躍
動」を今年度のテーマに、中期経営計画の3年目とし
て各種施策に取り組んでまいりました。
　その結果、当連結会計年度の売上高は前連結会計
年度において積み上げた受注が売上転化したことに
より69,197百万円（前期比7.3％増）、営業利益は
2,688百万円（同3.0％増）、経常利益は想定より円
高が進み為替差損が発生したことにより2,741百万
円（同3.8％減）、親会社株主に帰属する当期純利益
は固定資産売却益の計上により2,694百万円（同
40.2％増）となりました。
　次期の見通しにつきましては、国内経済は当面、
弱さが残るものの、雇用・所得環境の改善が続くな
かで、各種政策の効果もあって、緩やかな回復が続
くことが期待されますが、輸出全体においては力強
い回復は期待し難く引き続き慎重さが増している状
況です。また海外においては、通商問題を巡る緊張、

日米中亜4極体制
マルカグローバルイノベーションⅢ
第2の創業　更なる躍動

　竹下 敏章代表取締役社長 兼 
最高経営責任者（CEO）TOP MESSAGE
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　当社は、新市場である食品業界ビジネスの一環とし
て、2019年7月1日付で、株式会社ミヤザワの株式を
取得し、子会社化しました。
　同社は、長野県にあります食品機械の製造・販売を
行っている会社です。
　同社を、当社グループ会社に加えることにより、シナ
ジー効果を最大限に発揮し、食品機械事業の更なる成
長を目指してまいります。

増配しました。
　株主の皆様の日頃のご支援に感謝の意を表するため、期末配当を１株当たり普通配当２５円から３円増配し、
２８円とさせていただきました。
　この結果、当期の1株当たりの年間配当は、中間配当２４円と合わせて、５２円とさせていただきました。
　今後も安定配当を基本方針とし、財務体質の強化を図りながら、利益に見合った配当を行ってまいります。

TOPICS

株式会社ミヤザワの株式を取得し、
子会社化しました。

株主さまへの還元について

会 社 名 株式会社ミヤザワ

所 在 地 長野県上伊那郡南箕輪村鳥居原
8212番地２

代 表 者 代表取締役社長　宮澤　安三

事 業 内 容 食品機械製造、精密機械板金、精密部品加工、
省力化機械製作、　菓子製造販売等

資 本 金 35,500千円（発行済株式の総数710株）

設 立 1982年７月

中間配当 期末配当 年間配当

2019 年（ 当 期 ） 24円 28円 52円

2018 年（ 前 期 ） 20円 25円
（うち記念配当２円） 45円
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産業機械部門

　産業機械部門では、国内は自動車関連
業界向けに工作機械を中心に販売が好
調でした。
　米州では、アメリカの受注状況は成形
機を中心に減少傾向にあり売上は横ば
いとなりました。
　中国及びアジア地域は、中国は当社の
主力ユーザーである日系自動車業界向
けの販売が伸長し、商品別では鍛圧機械
が前期比で倍増、また環境設備や産業機
械の需要も増加いたしました。タイ、イン
ドネシアにおいても日系自動車関連業界
向けの販売が堅調に推移し、商品別では
工作機械販売が好調を維持いたしました。
また、フィリピンにおいては大口加工ラ
インの納入により工作機械の売上が前
期比で倍増となりました。

部門別の概況

建設機械部門

　建設機械部門では、官民ともに設備投資は緩やかな増加傾向にあり、総じて建設機械の需要は堅調に推移いたしました。
　このような状況の中、基礎業界向けで掘削機、サイレントパイラーの販売が伸長いたしました。また、営業利益はレンタル部
門においてクレーンの収益悪化により前連結会計年度
から減少となりました。
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連結財務諸表

前 期 末
2018年11月30日現在

当 期 末
2019年11月30日現在

前 期 末
2018年11月30日現在

当 期 末
2019年11月30日現在

前 期
2017年12月1日〜2018年11月30日

当 期
2018年12月1日〜2019年11月30日

※ 記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

連結貸借対照表のポイント（単位：百万円）

連結損益計算書のポイント（単位：百万円）

流動資産の状況
前期末比1,835百万円増加し、
42,080百万円となりました。
これは売掛金が1,468百万円増加
したこと等によるものです。

固定資産の状況
前 期 末 比680百 万 円 増 加し、
9,447百万円となりました。
これは有形固定資産が178百万円、
投資有価証券が273百万円それぞ
れ増加したこと等によるものです。

固定負債の状況
前 期 末 比716百 万 円 増 加し、
1,303百万円となりました。
これは長期借入金が633百万円増
加したこと等によるものです。

営業利益の状況
人件費等の増加により、販売費及
び一般管理費が前期比182百万
円増加しましたが、売上総利益
が259百万円増加したことによ
り営業利益は前期比3.0%増加し
2,688百万円となりました。

経常利益の状況
営業外収益は前期比47百万円の
減少、営業外費用は為替差損が
発生したこと等により前期比139
百万円の増加となり、経常利益は
前期比3.8%減の2,741百万円と
なりました。
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株式の状況 & 会社概要

株式の状況 （2019年11月30日現在） 会社概要 （2019年11月30日現在） 

役員 （2020年2月26日現在） 

大株主（上位10名）の状況 （2019年11月30日現在） 

所有者別株式分布状況 （2019年11月30日現在） 

個人・その他
30,934単元
36.0%

外国法人等
16,629単元
19.3%

金融機関
18,788単元

21.9%

その他の法人
19,004単元

22.1%

証券会社
643単元
0.7%

株主名 持株数（株） 持株比率（%）

コ ベ ル コ 建 機 株 式 会 社 594,000 6.9
株 式 会 社 不 二 越 576,000 6.7
THE SFP VALUE REALIZATION 
M A S T E R F U N D L I M I T E D 505,800 5.9

あいおいニッセイ同和損害保険株式会社 400,000 4.7
株 式 会 社 り そ な 銀 行 350,000 4.1
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 265,050 3.1
株 式 会 社 三 菱 U F J 銀 行 255,000 3.0
GOLDMAN,SACHS & CO.REG 215,954 2.5
THE CHASE MANHATTAN BANK,N.A. LONDON 
SPECIAL OMNIBUS SECS LENDING  ACCOUNT 207,700 2.4

ダ イ ハ ツ 工 業 株 式 会 社 200,000 2.3

（注）‌�持株比率は自己株式（724,743株）を控除して算出し、小数点以下第2位を四捨
五入して計算しております。また、自己株式は上位10名から除いております。

株式会社マルカ
Maruka Corporation
1946年12月16日
〒540-0024
大阪市中央区南新町二丁目2番５号
TEL.06-6450-6823
FAX.06-6450-6824
インターネットホームページ
http://www.maruka.co.jp/
産業機械、建設機械の国内販売
および輸出入
14億1,441万円
連結 713名、単独 186名

商 号

設 立
本 社 所 在 地

主な事業内容

資 本 金
従 業 員 数

代 表 取 締 役 社 長 竹 下 敏 章
取 締 役 二 橋 春 久
取 締 役 飯 田 邦 彦
取 締 役 難 波 経 久

※ 取 締 役 小 谷 和 朗
※ 取 締 役 長 﨑 伸 郎
※ 取 締 役 頼 金 信 次

常 勤 監 査 役 杉 浦 克 典
※ 監 査 役 古 　 澤 　 　 　 哲
※ 監 査 役 牛 島 慶 太

最 高 経 営 責 任 者（ C E O ） 竹 下 敏 章
最 高 執 行 責 任 者（ COO ）
副 社 長 執 行 役 員 二 橋 春 久
最 高 財 務 責 任 者（ C F O）
常 務 執 行 役 員 飯 田 邦 彦
常 務 執 行 役 員 難 波 経 久
執 行 役 員 黒 澤 淳 一
執 行 役 員 神 田 晃 三
執 行 役 員 谷 口 　 徹
執 行 役 員 高 　 岡 　 幸 一 郎
執 行 役 員 嶋 林 直 人
執 行 役 員 栗 栖 俊 彦
執 行 役 員 渡 辺 貴 久

上記※は、社外取締役および社外監査役であります。

取締役および監査役 業務執行体制
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33,600,000株
9,327,700株

9,953名

発行可能株式総数
発行済株式の総数
株主数



株主メモ

事業年度
12月1日から翌年11月30日まで
期末配当受領株主確定日
11月30日
中間配当受領株主確定日
5月31日
定時株主総会
2月
基準日
定時株主総会については　11月30日

（その他必要あるときは予め公告する一定の日。）
株主名簿管理人（兼 特別口座の口座管理機関）

三菱UFJ信託銀行株式会社
株主名簿管理人事務取扱場所

（兼 特別口座の口座管理機関連絡先）

〒541-8502　大阪市中央区伏見町三丁目6番3号
三菱UFJ信託銀行株式会社　大阪証券代行部
各種お問合せ
電話　0120-094-777（通話料無料）
※証券会社等に口座をお持ちの株主さまのお手続きについて

は、口座を開設されている証券会社等にお問合せください。
なお返戻郵便物、未払配当金等のお問合せについては、上
記株主名簿管理人にお問合せください。

※特別口座に記録された株式関係のお手続用紙のご請求は下
記インターネットにて24時間承っております。
インターネットhttps://www.tr.mufg.jp/daikou/

公告方法
電子公告（当社ホームページをご覧ください。）
http://www.maruka.co.jp/
なお、やむを得ない事由によって電子公告による公告をする
ことができない場合には、日本経済新聞に掲載します。

上場証券取引所
株式会社東京証券取引所　市場第1部

http://www.maruka.co.jp/ 見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

100株以上500株未満
保有の株主さま
1,000円相当のグルメセット

●対象株主さま
　毎年11月30日現在の株主名簿に記載された株主さま

●優待品到着時期
　毎年2月中旬頃に株主さまにお届けいたします。
　※お住まいの地域によって到着が多少前後する場合がございます。
　　グルメギフト券につきましては、カタログの到着日となります。

●優待内容

500株以上1,000株未満
保有の株主さま
2,000円相当のグルメセット

株 主 優 待 の ご 案 内

※写真は優待商品の一例です。

1,000株以上保有の株主さま
3,000円相当のグルメギフト券




